
111 もしわれらがかれらの注文に応えて天使たちを下し
てかれらがそれを見たとしても、かつまた死者がかれら
に話しかけてあなたがもたらしたものが正しいことであ
るのを知らせたとしても、さらにかれらが注文したものを
全て目の前にもたらしたとしても、かれらはなお疑いの
目で逐一吟味しようとするだろう｡アッラーが導きを望ま
れた者以外は、そもそもかれらにあなたがもたらしたも
のを信じるつもりはないのである｡かれらのほとんどは
それを知らず、導いてもらえるようにアッラーに縋ろうと
はしない｡

112 多神教徒の反対であなたに試練を与えたように、わ
れらは以前の全ての預言者に試練を与えた｡われらはか
れら(預言者たち)一人一人に、人間やジンの反抗者をも
たらした｡かれらはお互いに囁き合い、騙そうとして虚偽
を美化するのである｡万が一アッラーがかれらにそうしな
いことをお望みになったなら、かれらはそうしなかっただ
ろう｡しかしながら、かれは試練としてそれを望まれたの
である｡だからかれらが不信仰で嘘をつくのを放ってお
き、かれらのことを重荷に感じなくともよい｡

113 お互いに囁き合うのに偏るのは、あの世を信じない心
であり、かれらは自分自身のためにそれを受け入れ、満
足し、違反行為や罪を獲得するだけ獲得するのである｡

114 使徒よ、アッラーのほかに別のものを並べ立てて崇め
るこれらの多神教徒に言いなさい｡｢アッラー以外の存在
をわたしとあなたがたの間の裁定者として受け入れるの
がまともなこととして考えられるでしょうか｡アッラーこそ
は、全てを余すことなく解明するものとしてあなたがたに
クルアーンを下された御方なのです｣と｡われらが律法
書を与えたユダヤ教徒や、福音書を与えたキリスト教徒
は、クルアーンが真理とともにあなたに下されたのを知
っている｡それはかれらの啓典にその証拠となるものを
見出していたからであり、われらがあなたに下したもの
を疑う者となってはならない｡

115 クルアーンはその言説と情報において究極の誠実さに達し、その言葉を変え得るものはない｡かれこそは僕たちの言葉を聞
き、知る御方である｡かれにとって不鮮明なものは何一つなく、かれの御言葉を変えようとする者には、相応の報いを与えられるだ
ろう｡

116 使徒よ、万が一あなたが地上にいる大多数の人に従ったならば、かれらはあなたをアッラーの教えから逸らしてしまうだろう｡真
理は少数派とともにあるというアッラーの摂理が成立したとおりであり、ほとんどの人は根拠のない思い込みに従うだけである｡か
れらは自分たちの崇めるものが仲介者としてアッラーに近づけてくれると思い込んでいるが、かれらは嘘をついている｡

117 使徒よ、本当にあなたの主は人々のうち誰が道に迷うかを知っておられ、正しく導かれる者についてもよりよく知っておられる｡
かれにとって不鮮明なものは何一つない｡

118 人々よ、もしあなたがたが明らかな証拠を本当に信じる者であったなら、屠殺の際にアッラーの御名が唱えられたものを食べな
さい｡

本諸節の功徳:
●僕たる人間にとって最大の目的は、真理に従い、それをアッラーが明らかにされた道にのっとって求め、実践し、主のお助けを願
い、自分の力に頼らないことでなければならない。
●知的な信者の少数派へのクルアーンの公平さは、無知と迷妄を多数派に帰すことである｡
●神の被造物に関する摂理として、預言者たちとその信奉者には人間とジンの敵対者を出現させるということがある｡なぜなら真
理はその反対の虚偽によって知られるからである｡
●クルアーンはその情報において真実を語るものであり、その諸規定において公平であり、その情報の中で現実に違えるものを見
つけることはできず、その諸規定の中で真理に違えるものを見つけることはできない｡

142家畜章 部 8



119 信者よ、アッラーの御名が唱えられたものを食べるの
を妨げるものは何か｡すでにアッラーはあなたがたに何
が禁じられるかを明確にされたのだから、それらはもうや
めなければならない｡ただ、必要不可欠な事態に陥った
場合は別であり、必要不可欠さは警告されたものを容赦
する｡多神教徒の多くはその無知のせいでかれらの信奉
者を真理から遠ざけている｡死肉などのようにアッラー
が禁じられたものを許可したり、バヒーラ(ある数の子を
産むと耳の切られるラクダ)やワスィーラ(メスを産み続
けたラクダ)やハーミー(何頭か子どものできたラクダ)な
どのようにアッラーが許可されたものを禁じたりするか
らである｡使徒よ、本当にあなたの主は定めの境界線を
越える者たちを誰よりもよくご存知であり、その越え方に
応じて報いられるのである｡

120 人々よ、人目についてもつかなくても、罪を犯すのは
やめなさい｡こっそりとであろうとあからさまにであろう
と、罪を犯す者たちにはアッラーがかれらの稼いだこと
に応じて報いられるだろう｡

121 ムスリムたちよ、アッラーの御名が唱えられていない
ものを食べてはならない｡かれ以外の名が唱えられてい
てもそうでなくても、である｡それを食べるのはアッラーに
背くことになる｡悪魔たちは死肉を食べることであなたが
たに議論をけしかけようと、その仲間に疑念を囁きかけ
る｡だからもしムスリムたちよ、あなたがたがかれらの投
げかける疑念に従って死肉を許可することになれば、
あなたがたもかれらと同じように多神崇拝に陥ったこと
になる｡

122 かつては不信仰と無知と違反にまみれていたために
死人同然であったにもかかわらず、信仰と知識、そして従
順さへと導かれることでわれらが蘇らせた者と、不信仰
や無知、違反の闇の中にあり続けて出られず、正しい道
が暗くて見えなくなってしまった者とが等しいなどという
ことがあるだろうか｡これらの多神教徒にとって自分たち

の行う多神崇拝や死肉を食べること、虚偽での論争が美化されたように、不信仰者にとって自分たちの行う違反行為は美化され、
復活の日に痛ましい懲罰で報いられるのである｡

123 マッカの多神教徒の頭領格の者たちがアッラーの道を妨害したように、われらは全ての村に悪魔の道を広めようとし、使徒たち
やその信奉者に敵対するうえで策略や謀略をめぐらせようとする首領や重鎮をもたらした｡現実にはかれらの策略や謀略はかれ
らに跳ね返るものだが、無知と我欲追従のせいでかれらはそれを感じないのである｡

124 不信仰者の首領たちにアッラーがその預言者に下す印の一つがやって来ると、｢アッラーが預言者たちに与えた預言者性や使
徒性をわたしたちに与えてくれるまでは信じるつもりはない｣と言う｡アッラーはそれに返答をし、かれこそは誰が使徒になるのに
相応しく、その重責を負えるかをよりよくご存知であり、預言者性や使徒性を特別に選んで与えられるのだということを明らかにさ
れた｡これらの一線を越えた者たちは真理をその高慢さで拒絶したために恥辱を得ることになり、その策略のせいで痛ましい懲罰
を得るだろう｡

本諸節の功徳:
●様々なものや食べ物の基本は認可であり、イスラームの教えでそれらのうち何かを禁じる典拠がない限りは、認可のままあり続
けることになる｡
●宗教について自分の知らないことを語る者、あるいは自分が嘘か本当かを知らないものへと人をいざなう者は、一線を越えて己
かつ人々に不義をなす者である｡それはファトワー(法的な見解)を導き出す資格もないのにファトワーを出す者も然りである｡
●信者のためになることは、自分自身に留まるものではなく、他者にとってもそのよい影響が広まるものである｡
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125 アッラーが導きの道への到達を望まれる者には、その
胸を広げ、イスラームを受け入れやすいようにしてくださ
る｡一方、かれが辱めを与えようとし、導きの道へ到達で
きないようにされた者には、真理の受け入れに対してそ
の胸を激しく狭められ、人間が自分で天へと昇っていく
ことなどできないように、真理が心に入らないようにされ
るのである｡アッラーがこうした激しい胸の窮屈さを迷っ
た者にもたらされるように、かれを信じない者には懲罰
をもたらされるのである｡

126 使徒よ、われらがあなたのために定めたこの宗教こ
そが、まっすぐなアッラーの道なのである｡自覚と理解の
ある、アッラーについて認識する者にわれらは様々な印
を明らかにした｡

127 かれらには嫌なもの全てから安んじていられる家、す
なわち天国がある｡アッラーこそがかれらの行っていた
善行への報奨としてかれらを助けてくださり、支援してく
ださる御方なのである｡

128 使徒よ、アッラーが人間とジンの両世界の住人を蘇ら
せ、仰せられる日のことを思うがよい｡｢ジンの集団よ、あ
なたがたは何度も人間を惑わし、アッラーの道を妨害し
た｡｣すると人間でかれらに従ってきた者たちが主に答え
て言う｡｢わたしたちの主よ、わたしたちはお互いにそれ
ぞれの友で楽しい思いをしました｡ジンは人間に従われ
ることで楽しい思いをし、人間は欲望を満たすことで楽
しい思いをしました｡そうしてあなたが先延ばししてくだ
さった寿命に達し、こうして復活の日にあるというわけで
す｡｣アッラーは仰せられた｡｢地獄の業火があなたがた
の永遠の住まいである｡墓よりの復活から地獄へ連行さ
れるまでの期間は別であり、その期間だけはかれらが地
獄の業火に永遠にいなければならない期間からアッラ
ーが取り除かれよう｡｣使徒よ、本当にあなたの主はその
定めと計画において英明な御方であり、僕たち全員かつ
その中でも懲罰に相応しい者をよく知る御方である｡

129 ジンの中でも反抗的な輩をある人間と仲良くさせ、惑わせようと支配下に置いたように、不義をなす者全てに不義なす者を仲良
くさせ、悪行を勧めさせ、善行から遠ざけ、善行には無関心にさせるだろう｡かれらが稼いできた違反行為への報いとしてのことで
ある｡

130 復活の日にわれらは言うだろう｡｢人間とジンの集団よ、あなたがたにあなたがたの同類～人間に対して～である使徒たちがや
って来なかったか｡かれらはあなたがたにアッラーから下されたものを読み上げ、この日という復活の日の対面で脅かしはしなかっ
たか｡｣かれらは答えて言う｡｢そのとおりです｡今日、わたしたちはあなたの使徒たちが確かに伝えるべきことを伝えたのを認め、こ
の日の対面を認めますが、あなたの使徒たちをわたしたちは否定し、この日の対面を否定してしまいました｡｣華美で絢爛かつ刹那
的な恩恵といったこの世の生活に騙され、生前かれらはアッラーとその使徒を信じない者であったことを自ら認めたが、時を逸した
この承認も信仰も、もはや役には立たないのである｡

本諸節の功徳:
●迷いと導きは、それを創造し、存在せしめることにおいてアッラーの御許からのものである、というアッラーの摂理｡アッラーのご
意志があった後での選択という僕(訳者注:人間)の行いである｡
●信者の善行に応じたアッラーの援助｡善行が増せば増すほど援助は増し、その逆もまた然りである｡
●不義をなす者全てに同じような不義なす者を仲良くさせ、悪行を奨励し、善行から遠ざけ、善行には無関心にさせてしまうのは、
アッラーの摂理の一つである｡
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131 その弁明は、使徒が遣わされておらず、伝教も到達し
ていなければ、人間とジンの誰も自分が行ったことで罰
せられることはないというものであり、どんな共同体であ
れ使徒が派遣されるまではわれらが罰することはないの
である｡

132 行いに応じて位階は異なる｡善行をなす者への報奨
が等しいことはないように、数多くの悪行を犯した者が
少ししか犯していない者と等しいことはない｡従う者と従
われる者が等しいこともない｡あなたの主はかれらが行
っていたことに不注意であったことはなく、かれはしかと
見ておられ、かれにとって不鮮明なものは何一つなく、行
いに応じて報いられる｡

133 使徒よ、あなたの主は満ち足りた御方であり、僕たち
を必要とすることも、かれらの信仰行為を必要とするこ
ともない｡また、かれらの不信仰がかれを害することもな
い｡かれはかれらを必要とはしておらず、慈悲深い御方
である｡罪深い僕たちよ、もしかれがお望みになれば、あ
なたがたを懲罰で殲滅(せんめつ)させることもできる｡
以前にいた別の民族の子孫からあなたがたを創造した
ように、あなたがたの破滅の後、かれに従う信者たちの
中でお望みの者をあらしめることもできるのである｡

134 不信仰者よ、約束の蘇生と復活、清算と懲罰は必ずや
って来る｡あなたがたの主から逃げ切ることはできず、か
れはあなたがたの前髪を掴んで罰するのである｡

135 使徒よ、言いなさい｡｢人々よ、不信仰と迷いにある、あ
りのままのあなたがたでいるとよいでしょう｡もうわたし
は何度も言い訳を与え、明白な伝達で証拠を立ててきま
した｡だからもうあなたがたの不信仰や迷いに気を揉む
ことはありません｡むしろこのままわたしは、わたしの歩
む真理の上にあり続けます｡やがてあなたがたは知るで
しょう｡この世での勝利が誰に与えられ、誰が大地を受け
継ぎ、誰のためにあの世があることになるかを｡｣多神教

徒が勝つことは、この世でもあの世でもないのである｡むしろかれらの結末は、たとえこの世でかれらが楽しむことがあったとして
も、損失なのだ｡

136 多神教徒は逸脱した道を編み出し、かれが造った農作物や家畜の一部をアッラーに捧げるべきものとし、別の一部をかれらの
偶像のためのものとした｡かれらが自分たちの仲間に捧げるものは、アッラーがあるべき使い道として定めた貧者ら寄付の対象に
届くことはなく、かれらがアッラーに捧げるものはかれらの仲間である偶像のために使われる｡かれらの規定と分与のなんとひど
いことだろうか｡

137 悪魔がこの野蛮な規定を多神教徒のために美化したように、多くの多神教徒にその仲間の悪魔たちを美化し、貧困を恐れて自
分たちの子供を殺させた｡正当な理由なしに殺害することを禁じられた殺人を犯すことで、かれらを滅ぼすためである｡また、かれ
らの宗教を混同させ、何が合法で何がそうでないかをわからなくさせるためである｡万が一アッラーがそうしないことを望まれたな
らば、かれらはそんなことをしなかっただろう｡しかしながらかれはそれを深い英知があって望まれたのである｡だから使徒よ、これ
らの多神教徒のアッラーに対する嘘は放っておきなさい｡それがあなたを害することはない｡アッラーにお任せしなさい｡

本諸節の功徳:
●被造物の行いにおける善行や悪行の程度の違いは、その報奨や罰の程度の違いを必ずもたらす｡
●悪魔に従うことは、子殺しやアッラーと他の偶像を等しいものとするといった醜行を正当化するほどに天性を歪めてしまうことに
なる｡
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138 多神教徒は言う｡｢これらの家畜や農作物は禁じられ
ていて、かれらが思い込みと嘘で望むところの偶像の奉
仕者だけが食べてよいものである｡これらの家畜の背中
は神聖にして犯してはならないものだから乗ってはなら
ず、荷物を載せてもならない｡｣それはバヒーラ(ある数の
子を産むと耳の切られるラクダ、サーイバ(ある年齢に達
すると偶像のために放置されるラクダ、ハーミー(何頭か
子どものできたラクダのことであり、これらの家畜は屠殺
の際にアッラーの御名が唱えられることはなく、かれらの
偶像の名で屠殺される｡かれらはそれら全てがアッラー
の御許からもたらされたものだと嘘をついたのであり、
アッラーはかれらがついていた嘘のせいで懲罰をもって
報いられるだろう｡

139 かれらは言う｡｢サーイバやバヒーラのお腹の子で、生
きて産まれてきたものはわたしたちの男には許されてい
るが、女には禁じられている｡死んで産まれてきたものは
男も女もその扱いは同じである｡至高のアッラーはかれ
らのこの言葉に対して相応しいものを報いるだろう｡か
れはその教えとその被造物の諸事を司るうえで英明かつ
全知なる御方である｡

140 自分たちの子供を理性の軽さと無知のために殺して
しまい、アッラーが恵んでくださった家畜を嘘でアッラー
に結び付けて禁じた者たちは確かに滅び、まっすぐな道
からは遠ざかってしまい、導かれることはなくなってしま
った｡

141 完全なアッラーこそは庭園を大地に茎なしで広がる
もの、茎ありで背の高いものとして創造された御方であ
り、ナツメヤシや農作物の実を形や味の異なるものとし
て創った御方である｡またかれこそはオリーブとザクロ
を葉は似ていても味は異なるものとして創った御方であ
る｡人々よ、その実が実ったときにはそれを食べ、収穫の
ときにはその定めの施し(ザカー)を払いなさい｡食べる
ことや費やすことにおいてイスラームの教えで定められ
た境界線を越えてはならない｡アッラーはその境界線を越える者を好まれないどころか、むしろ憎まれるのである｡それら全てを創
った御方であるかれこそがその僕たちに許可するのであって、多神教徒が禁じてよいものではない｡

142かれこそは家畜を育て、大人のラクダのようにその上に乗ってよいものや子供のラクダや羊のように乗るのに相応しくないもの
をもたらされた｡人々よ、アッラーが与えてくださった糧のうち、かれが許されたものを食べなさい｡多神教徒がするようにアッラー
が禁じたものを許可し、許可したものを禁じることで悪魔の歩みに従ってはならない｡人々よ、悪魔は明らかな敵であり、あなたが
たがアッラーに背くのを望んでいるのである｡

本諸節の功徳:
●アッラーは多神教徒を七つの特徴で非難しておられる｡損失、愚かさ、知識の欠如、アッラーが恵んでくださったものを禁じるこ
と、アッラーに対して嘘をでっちあげること、迷妄さ、導きを求めようとしないことである｡これらが七つの事柄ではあるが、そのそれ
ぞれが一つでも非難に値することに他ならない｡
●我欲がアッラーの許可したものを禁じ、アッラーの禁じたものを許可する原因である｡
●農作物や果物の収穫時には定めの施し(ザカー)を払う義務がある｡ただし、施す前にそれらを食するのは許されており、それが
施しから差し引かれることはない｡
●食事や支出において無駄遣いしないで、よいものを楽しむこと｡
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143 かれはあなたがたのために八つの種を創造された｡
羊のオスとメス、ヤギのオスとメスである｡使徒よ、多神
教徒に言いなさい｡｢果たして至高のアッラーはそれら
のうちのオスをオスだから禁じられたのでしょうか｣と｡
もしかれらが、｢そのとおり｣と言えば、かれらに言いな
さい｡｢なぜメスを禁じるのですか｡あるいはかれはメ
スをメスだから禁じられたのでしょうか｣と｡もしかれら
が、｢そのとおり｣と言えば、かれらに言いなさい｡｢なぜ
オスを禁じるのですか｡あるいはかれはメスの胎内にあ
るものをメスの胎内にあるものだから禁じられたのでし
ょうか｣と｡もしかれらが、｢そのとおり｣と言えば、かれら
に言いなさい｡｢なぜ同じ胎内にあるものでありながら、
時にはオスを禁じ、時にはメスを禁じて区別するのです
か｡多神教徒の皆さん、もしそうした禁止はアッラーから
のものであるというあなたがたの主張が誠実なもので
あるなら、どんな正しい知識に依っているのかを教えて
ください｣と｡

144 八つの種の残りは、ラクダのオスとメス、牛のオスとメ
スである｡使徒よ、多神教徒に言いなさい｡｢アッラーが
オスだから禁じ、あるいはメスだから禁じ、あるいは胎内
にあるものだから禁じたのでしょうか｡あるいは多神教
徒の皆さん、あなたがたがこれらの家畜を禁じるのにア
ッラーが禁止を命じられるその場に居合わせたとでも
言うのですか｣と｡依って立つ正しい知識もなく、人をま
っすぐな道から迷わせるために、アッラーに対して嘘を
でっちあげ、禁じられていないものを禁じるのにかれの
名を騙る者以上に大きな不義をなし、大きな罪を犯す者
はいないのである｡本当にアッラーは不義をなす者を、
アッラーに対する嘘のせいで導きへ到達させられること
はない｡

145 使徒よ、言いなさい｡｢清めなしに死んでしまったか、
流れる血か、豚肉といった不浄で禁じられたものか、偶
像に捧げられたもののようにアッラーの御名以外によっ
て屠殺されたもののほかに、アッラーがわたしに啓示さ

れたもので禁じられたものを見つけることはできません｣と｡必要性に迫られ、食べて楽しもうとしてではなく、必要な分を越えるこ
となしに空腹のあまりこれらの禁じられたものを食べたとしても、罪はない｡使徒よ、本当にあなたの主は必要に迫られた人がそれ
を食べたとしてもよく赦してくださる、慈悲深い御方である｡

こうしてアッラーは共同体に対して禁じられたものを述べられると、ユダヤ教徒に禁じられたものを述べられ、多神教徒の家畜禁止
はアッラーの御許から来たものに依ってはおらず、ただ単に悪魔が命じることに従っているだけなのを明らかにすべく仰せられる｡

146われらがユダヤ教徒に禁じたのは、ラクダやダチョウのように足指の分かれていないものや、背中に引っかけられたものや腸
の運ぶもの、お尻や尻尾のように骨と混ざったもの以外の牛や羊の脂であり、われらはかれらの不正に対してそれらを禁じること
で報いた｡われらが知らせることは真実である｡

本諸節の功徳:
●諸節には知識に関することでの議論を正当化し、観察と類推の意義を正当化する根拠がある｡
●啓示とそれから導き出されることがハラール(許されたもの)とハラーム(禁じられたもの)を知る方法である｡
●宗教的な見解を出すときには、誰であれその回答がアッラーのお喜びにかなう正しいものだという思いが勝らないかぎりは不
正なこととなる｡
●必要不可欠なときには禁じられたものであれ摂取してよいと僕たちに許可を与えられたのは、アッラーのお慈悲の一つである｡
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147 使徒よ、もしかれらがあなたを否定し、あなたが主か
らもたらしたものを信じないなら、かれらをやる気にさ
せるべく言いなさい｡｢あなたがたの主は広大な慈悲の
持ち主です｡そのお慈悲の一つが、あなたがたのために
猶予を与えられ、懲罰で急かしはしないことです｣と｡ま
た、かれらに警告を伝えるべく言いなさい｡｢本当にかれ
の懲罰は違反行為や罪を犯す民から返されることはな
い(訳者注:民に必ず起こる)のです｣と｡

148 多神教徒はアッラーのご意志と定めを根拠としなが
ら、かれらがアッラーに別のものを並べ立てる正当性を
主張して言うだろう｡｢万が一アッラーがわたしたちにも
わたしたちの父祖にも多神崇拝をしないように望まれた
なら、わたしたちは多神崇拝をしなかっただろう｡また万
が一アッラーがわたしたちの禁じたものを自分自身で禁
じることのないように望まれたなら、わたしたちはそれを
禁じなかっただろう｡｣かれらの虚偽の証明のように、以
前の者たちも使徒たちを嘘と否定して言う｡｢万が一アッ
ラーがわたしたちにかれらを嘘と否定しないように望ま
れたなら、わたしたちがかれらを嘘と否定することはな
かっただろう｡｣われらがかれらに対して下した懲罰をい
ざ味わうまで、かれらはこの否定を続けたのである｡使
徒よ、多神教徒に言いなさい｡｢あなたがたのもとに、あ
なたがたがアッラーに同位者を並べ立て、かれが禁じた
ものを許可し、許可したものを禁じることにアッラーが満
足しておられるのを示す証拠はありますか｣と｡単にそれ
が生じることがかれの満足を示すのではないのである｡
あなたがたは思い込みに従っているだけで、思い込み
が真実を前に意味を持つことはない｡あなたがたは嘘を
ついているだけなのである｡

149 使徒よ、多神教徒に言いなさい｡｢もしあなたがたにこ
うした脆い証拠しかないのなら、アッラーにはあなたが
たの言い訳を断ち切り、あなたがたのこだわっている疑
念を無効にする証拠があるのです｡多神教徒の皆さん、
万が一アッラーがあなたがた皆を真理へ到達させるこ
とを望まれたなら、あなたがたを成功させてくださったでしょう｣と｡

150 使徒よ、アッラーの許可されたものを禁じ、アッラーこそがそれを禁じられたと唱える多神教徒に言いなさい｡｢あなたがたが禁
じたこれらのものをアッラーが禁じたことを証言する証人を連れて来てください｣と｡使徒よ、そうしてかれらが知識なしにアッラー
がそれを禁じたということを証言したなら、かれらの証言を信じてはならない｡嘘の証言だからである｡我欲に突き動かされている
者の我欲に従ってはならない｡アッラーが許したものを禁じることでわれらの印を嘘と否定したのである｡あの世を信じない者に従
ってもならない｡かれらは自分たちの主に別の存在を等しく並べ立てていて、自分の主との道がこれである者がいかにして従われ
ようか｡

151 使徒よ、人々に言いなさい｡｢来てください｡あなたがたにアッラーが禁じられたものを読み上げましょう｡かれの創ったもののう
ち、何であれかれに等しい存在として並べ立てること、親不孝をすること｡むしろ親には真心を尽くすことが義務付けられます｡貧
困を理由に子供たちを殺してしまうことです｣と｡イスラーム以前の無明時代の民がしていたように、である｡われらがあなたがたに
糧を与え、かれらにも糧を与える｡また、あからさまに、あるいはこっそりと、淫らな行いに近づくことを禁じられた｡また、結婚で貞節
を守られた後で姦淫を犯すことや、イスラーム入信の後で背教することのように、正当な理由なしにアッラーの禁じた生命を殺害
することを禁じられた｡これらをかれはあなたがたに託けた｡きっとあなたがたはそのご命令と禁止でアッラーについて理解する
だろう｡

本諸節の功徳:
●アッラーの怒りに達する罪への警告｡かれがお望みになれば、罪を犯す民からそのお怒りを返すことはないからである｡
●アッラーが全ての被造物に能力と意志を与えられ、それらを通して責任能力を負わされたことを、できるのにしないで後から宿
命と定命による弁明をしようとすることは、完全な不正であり、単純な頑固さである｡
●諸節が示すには、僕の理性に応じてアッラーが命じられたことの実践はある｡
●淫らな行いに近づくのを禁じることは、ただ単にその行為を禁じるよりもさらに強い禁止であり、この禁止はそうした行いの前置
きやそれへと至る手段を含むのである｡
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152 また、孤児～身体的な成人になる前に父親を亡くした
者～の財産に手を付けることを禁じられた｡ただ、その子
にとって役立ち、成長して一人前となるまでにその財産
を増やすことでなら別である｡また、計量器や秤でのご
まかしも禁じられた｡売買においては、得ることも与える
ことも公平にしなければならない｡われらは誰であれ、で
きることしか責任として課すことはない｡よって計量の増
減を注意しきれないものについては、お咎めなしである｡
また、情報の伝達や証言においては、正しくないことを述
べてはならない｡近親者や友人への贔屓なしに、である｡
また、もしあなたがたがアッラーと誓約をしたとき、ある
いはアッラーに誓って誓約をしたときは、アッラーとの誓
約を破ってはならない｡それに忠実でなければならない｡
これら言及されたことが、自分たちの行く末についてあ
なたがたが思いを馳せてくれるよう願いつつ、アッラー
があなたがたに命じられたことである｡

153 また、様々な迷妄の道に従うことも禁じられた｡まっす
ぐなアッラーの道に従わなければならない｡迷妄の道は
分裂と真理の道からの遠ざかりをもたらすだけである｡
まっすぐなアッラーの道に従うことこそ、かれの命じたこ
とを実践し、禁じたことを避けることであなたがたがアッ
ラーを意識してくれるよう願いつつ、アッラーがあなたが
たに託けられたことである｡

154 それから前述の知らせの後、ムーサーに恩恵を完遂
し、その誠意を尽くした行いへの報奨として、宗教におい
て必要な事柄を全て明白にするものとして、真理と慈悲
の証拠として、復活の日に主とお会いすることを信じて
そのために善行で備えるよう願いつつ、われらは律法書
を与えた｡

155 このクルアーンは多くの恩寵を持つものとしてわれら
が下した書であり、実生活的かつ宗教的な利益を内包す
るものである｡あなたがたが慈悲にあずかれるよう、そこ
に下されたものに従い、違反しないように注意せよ｡

156 アラブの多神教徒よ、｢わたしたち以前のユダヤ教徒やキリスト教徒に律法書や福音書をアッラーは下されたのに、わたしたち
には啓典が下されなかった｡わたしたちにはかれらの言葉で書かれている、かれらの啓典の読み方がわからない｡わたしたちの言
葉ではないのだから｣と言わないように、である｡

157 ｢もしアッラーがユダヤ教徒やキリスト教徒に下されたようにわたしたちにも啓典を下されたならば、わたしたちはかれらよりも
公正な者となっただろう｣と言わないように、アッラーがあなたがたの預言者ムハンマドにあなたがたの言葉で下した書がやって
来た｡それは明らかな証拠かつ真理への正しい導きにして、共同体にとっての慈悲であり、偽りの理由で根拠のない言い訳をして
はならない｡アッラーの様々な印を嘘と否定してそれから背を向ける者以上に大きな不正をなす者は一人としていないのである｡
われらの印に背を向ける者には、その離反への報いとして、地獄の業火に入れるという痛ましい懲罰をもって罰するだろう｡

本諸節の功徳:
●孤児の財産に手を付けるのはその子のためになること以外では許されず、一人前の成人(訳者注:イスラームでは第二次性徴に
より身体的に成人になることで成人とみなされる)になるまではその子自身に財産が手渡されることはない｡
●迷妄の道は様々である｡アッラーの道だけが懲罰からの救済へつながる｡
●この啓典(訳者注:クルアーン)に知識と行いにおいて従うことがアッラーのお慈悲を得る最大のきっかけとなる｡
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158 真実を拒否する人たちは、死の天使とその補佐たち
が現世の命を奪うためにやって来ることを待っているだ
けである｡あるいは、使徒よ、来世での審判の日、あなた
の主が、かれらの間を裁くために来ることを｡または、そ
の時の到来を示すいくつかの印が来ることを｡あなたの
主のいくつかの印、例えば太陽が西から上ることなどが
来る日には、不信仰者の信心は、もはや役に立たない｡
また以前には何も善行をしていなかった信者のすること
も、もはや役に立たない｡使徒よ、これらの拒否する多神
教徒たちに言え、これらのどれかを待っていろ、わたしも
待っているところである｡

159 使徒よ、これらのユダヤ教徒やキリスト教徒が、自分
の信仰を分裂させ、分派をなしたのは、教えの一部を取
り、他の一部を残したからだ｡しかしあなたはかれらとは
異なり、かれらの過ちには何の関わりもない｡あなたの
義務はかれらに警告することである｡かれらのことはア
ッラー次第だが、復活の日には、アッラーは現世でかれ
らがしてきたことを告げるとともに、それに対して報いる
であろう｡

160 復活の日に、誰でも善行を持って来た人には、アッラ
ーはそれの10倍の報奨を与える｡でも悪を持って来た人
には、重量や大きさがそれと同じようなものが報いとして
あるだけだ｡でもそれ以上ではない｡最後の審判では、善
行への報奨で減じられることはないし、他方悪行への懲
罰で積み増しされて不当に扱われることもない｡

161 使徒よ、これらの拒否する多神教徒たちに言え｡わた
しの主は自分を正しい道で、現世と来世の利益を与える
信教の道に導いてくださった｡それは真実に尽くすイブ
ラーヒームの教えであり、全くかれは多神教徒の仲間で
はなかった｡

162 使徒よ、言いなさい｡わたしの礼拝と犠牲、そしてわた
しの生と死は、アッラーのためであり、その御名において
だと｡それ以外ではないのだ｡すべては創造の主であるアッラーだけのためであり、それについては他の誰も分掌することはでき
ない｡

163 至高なるかれに同位者はなく、他に崇拝されるべきものはない｡アッラーは、わたしに、多神信仰のないこのような単一性を命じ
られた｡そしてわたしは、この共同体でムスリム(アッラーに服従する者)の先駆けなのだ｡

164 使徒よ、これらの多神教徒たちに言え｡かれはすべての主なのに、わたしがアッラー以外に主を求めるだろうか｡あなた方がそ
れ以外に崇拝する、すべての崇拝されるものの主なのだ｡無辜な人は、他人の罪を負うことはないのだ｡復活の日にあなた方が帰
るのは、主の元だけである｡そのとき主は、あなた方が現世において教えに関して意見を異にしてきた事柄について、あなた方に
知らせるだろう｡

165かれこそは、あなた方を地上で先達から継承させられたのだ｡住居を与えられ、ある人の身体を良くし、糧なども多くして、位階
を他の人よりも高められた｡それはあなた方に与えたものによって、あなた方を試みるためなのだ｡使徒よ、主は懲罰に早く、やって
来るものはすべて近いのだ｡そしてかれは、僕の中で悔悟する者には実によく赦される方であり、慈悲深い方なのである｡

本諸節の功徳:
●信仰は団結と連帯を命じている｡そして分派と分裂を禁じている｡
●至高なる方の公正さと善意からして、悪はそれと同等なもので報い、善は10倍に増加される｡これは増加でも、最小限なものであ
る｡
●真実で正しい信仰は、僕のすべての行為と関心をアッラーに集中することを求めるものだ｡その礼拝、服従の所作、儀礼、犠牲、
すべての現世の善行と来世への嘆願において、かれのみに向かうべきものなのだ｡

150家畜章 部 8



７．高壁章（アル・アアラーフ)
マッカ啓示

本章の趣旨:
虚偽との闘争での真理の勝利と高慢な者たちのこの世
とあの世でのなれの果てを明らかにする。

説明:
1 アリフ・ラーム・ミーム・サードについては、雌牛章の

初めに説明の通りである｡

2 使徒よ、クルアーンは、アッラーがあなたに降ろされた
ものだ｡だからあなたはそれについて心配も疑念もいら
ない｡それは人々に警告するためであり、証明するため
である｡そしてそこから受益する信者たちには、思い起こ
させるためである｡

3 人々よ、あなたがたは主(アッラー)から啓示された書
と預言者たちの慣行に従え｡そして悪魔や悪い学者た
ちであなた方が擁護者だと思った人たちの欲望に従っ
てはいけない｡かれらの後を追い、またしばし自らの欲
望に従うために、下された啓示を忘れることになるのだ｡
あなた方は、ほとんど留意しない｡もし留意していたなら
ば、真実以外を好むことはないし、使徒がもたらしたとこ
ろに従って行動し、それ以外は放置したであろう｡

4 われらは不信仰と過ちに固執している、どれほど多く
の町を厳しい懲罰として滅ぼしてきたことか｡それはか
れらが夜や昼に寝ている間に、襲いかかったのだ｡かれ
ら自身は何もできず、またかれらが言い張る神々も、か
れらを守るためには何もできなかった｡

5 懲罰がかれらを襲ったとき、かれらはただ、本当に不
信仰によって不正をしてきたと認めるだけだった｡

6 それから復活の日、われらは使徒が遣された人々
に、使徒にどう対応したかについて質問する｡また使徒たちにも、伝達するように命じられた、その伝達ぶりに関して質問する｡それ
から人々の対応ぶりについても｡

7 われらは、現世で人々が何をしたかについて、その知識より各自に知らせる｡かれらが何をしていたかについて、すべてその知
識を持っている｡欠ける所はないのだ｡何時であれ、かれらの所業について無関心ということはないのだ｡

8 その審判の日の計量は、公正であり、一切の不正はない｡そして善行の秤が悪行のよりも重い人は、欲しかったものを得る成功
者で、恐れていたものから逃れるのだ｡

9 また悪行の秤が善行のそれより重い人は、自分自身を損なった者だ｡復活の日、かれらは、自分の言動のために破滅させられ
る｡アッラーの印を拒否したので、そうなるのだ｡

10 アーダムの子孫よ、われらはあなた方を地上においてしっかり定住させ、生計の道を授けた｡あなた方は感謝すべきところを、
ほとんど感謝しないのだ｡

11 人々よ、確かに地上においてわれらは、あなた方の祖であるアーダムを最善の形と姿に創造した｡それから天使たちに向かっ
て、敬意を表するためにアーダムに平伏しなさいと言った｡するとかれらは、倣って平伏した｡ただしイブリース(悪魔)だけはその傲
慢さと強情さによって、平伏することを拒否した｡

本諸節の功徳:
●クルアーン啓示の一つの目的は、不信仰者と頑固者に警告し、信者に対しては想起させるためである｡
●アッラーがクルアーンを信者に啓示されたのは、それに従って行動するためである｡そのようにすればかれらの育成は完璧とな
り、恩寵は全うされる｡かれらは最善の言動と道徳に導かれるのである｡
●僕たちの言動を計量する審判の日において、それは正しく公平なもので、一切の不正や不当な扱いはない｡
●アッラーがこの地上を人間のために創造されたのは、かれらがそれから受益するためである｡さらにその上に建造し、耕作し、自
らのためにそこから受益するためである｡

1
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12 アッラーはイブリースに非難して言った｡わたしがあ
なたにアーダムに対して平伏するよう命じたとき、あなた
がその通りにしなかったのはどうしてか？かれは答えて
言った｡わたしはかれよりも優れているからだ｡あなたは
わたしを火から創造したが、かれを土から創造した｡火の
方が、土よりも誉れ高いのだ｡

13 アッラーは言われた｡楽園から落ちて行け｡あなたは
ここで高慢であってはならない｡ここは、清浄で善良な人
たちのいる所だ｡だから出て行け｡イブリースよ、あなた
は、自分がアーダムよりも誉れ高いと思っても、本当に恥
ずべき卑しい者だ｡

14 イブリースは言った｡主よ、復活する日まで、わたしに
時間を与えよ｡そうすればわたしは、できる限り人びとを
迷わせるのだ｡

15 アッラーは言われた｡イブリースよ、あなたは全員が
死ぬこととなる、第一のラッパが鳴る日まで猶予される一
人となった｡そうして創造主だけが、残るのである｡

16 イブリースは言った｡アーダムに対して平伏するよう
にとのあなたの命令に従わないので、あなたはわたしを
迷わせた。だから、わたしはあなたの正しい道の上でア
ーダムの子孫を待ち伏せて、かれらをそれから逸脱させ
るのだ｡ちょうどあなたが、わたしをかれらの父であるア
ーダムに平伏しなかったために迷わせたように｡

17 そしてわたしはかれらの前後左右から襲う｡それは、
来世を無視させ、現世に欲を持たせ、疑念を生じさせ、
欲望を是認させるためである｡主よ、あなたはかれらの
多くがあなたに感謝していないことに気付くだろう｡それ
は、わたしがかれらを不信仰に引き入れたからだ｡

18 アッラーは言われた｡イブリースよ、アッラーの慈悲か
ら追われて恥をさらしつつ出て行け｡復活の日、われは
確かにあなたとあなたに従って、主の命令に逆らった人全員で、地獄を満たすだろう｡

19 アッラーは言われた｡アーダムよ、あなたとあなたの妻ハワーは楽園に住みなさい｡そしてあなたがたは何でも好きに食べるが
よい｡ただしこの定めた木からは食べないように｡この命令の後から食べるとすると、それは二人共、則を犯す者となるのである｡

20 するとイブリースは、隠れていた恥ずかしいところを両人にあらわにするため、ささやいた｡かれは言った｡あなた方の主が、こ
の木から食べるなと言ったのは、あなたがたが天使になり、また楽園で不死の者にならないためだ｡

21 そしてかれはかれらに誓った｡アーダムとハワーよ、本当にわたしは、あなた方にするように示唆したことに鑑みて、誠実な助言
者であると｡

22 このようにかれは、両人を欺瞞と錯誤によって堕落させた｡そしてかれらがこの禁じられた木から食べると、かれらの恥ずかし
いところが両人にあらわになった｡そしてかれらは楽園の葉で、かれら自身を覆い始めた｡そこでかれらの主は、両人に呼びかけ
た｡われはこの木から食べることを、あなた方に禁じなかったか｡またわれは悪魔があなた方両人の、明らかな敵だと警告しなかっ
たか｡

本諸節の功徳:
●擁護者に背く者は、誰であれ卑しい存在であることを、これらの諸節は明らかにしている｡
●アーダムの子孫に，悪魔はその敵意を明らかにした｡そしてあらゆる手段と方法によって、正しい道から妨げることを言明した｡
●背く事は重大であり、アッラーはそれに対して、現世と来世の懲罰をもたらされることとなる｡
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23 アーダムとハワーは言った｡わたしたちの主よ、わた
したちは禁じられたその木から食べたことで自分自身
を欺きました｡もしあなたがわたしたちの罪をお赦しに
ならず、慈悲を与えてくださらなければ、わたしたちは現
世と来世において立場もなく、失敗者になってしまうで
しょう｡

24 アッラーは、アーダムとハワーとイブリースに言った｡
楽園から地上に落ちて行け｡あなた方は、互いに敵とな
ろう｡あなた方は、地上において定められた間は、生活
を享受して住めるだろう｡

25 アッラーは、アーダムとハワーとかれらの子孫に言っ
た｡地上では、あなた方はアッラーが定められた期間は
生き、そして死に、埋葬され、また墓から復活の時、外へ
出されるだろう｡

26 アーダムの子孫よ、われらはあなた方の恥ずかしい
ところを覆う必要のため、また装飾として、衣装をあなた
方にもたらした｡しかしアッラーの命令に従い、禁じられ
たことは回避する、篤信さという衣装こそ、物質的な衣装
よりもっと善い｡これはアッラーの能力を示す印のひと
つであり、その恩恵を思い起こし、それに感謝するため
である｡

27 アーダムの子孫よ、悪魔があなた方を迷わせて、背信
が美しいと思わせ、恥ずかしいところを隠す衣装を剥ぎ
取ったりするようになってはいけない｡それは篤信の衣
装を脱ぎ捨てることである｡あなた方の両親(アーダム
とハワー)が楽園から追い出されたが、木から食べては
いけないのを、それをいいことと勘違いさせられたから
だ｡あなた方は悪魔に惑わされてはいけない｡実に悪魔
とその一味は、あなた方を見て、観察している｡しかしあ
なた方はそうではない｡だからかれらに用心せよ｡われ
らは悪魔を、不信仰者の援護者としたのだ｡信仰し、善
行に勤しむ者には、悪魔は対抗しようがないのだ｡

28 多神教徒たちは、多神崇拝や巡礼でカアバ殿を裸で巡回するといった、厳しく禁じられた行為をするとき言う｡わたしたちは先
祖がこれを行なうのを見た、そしてアッラーがこれをわたしたちに命じたと｡ムハンマドよ、言え｡アッラーは、背信行為は命じられ
ず、むしろそれは禁じられるのだ｡あなた方は、アッラーについてどうしてそのようなことを口にできるのか｡多神教徒たちよ、あな
た方はアッラーに対して、知らないことで嘘をつき、中傷するのか？

29 ムハンマドよ、かれら多神教徒たちに言え｡わたしの主は、公正を命じ、醜い行為や邪悪は命じられない｡そしてどこであれ、特
にマスジドでは、かれに服従の儀礼を払い、至誠の信心を尽くしかれを呼ぶように命じられた｡かれがあなた方を最初に無から創
ったと同様に、あなた方は生きて戻る｡つまり初めの創造も可能であれば、その生き返り、つまり復活も可能なのだ｡

30 アッラーは、人々を二つのグループに分けられた｡ある一団は導き、導きの原因を容易なものとされ、また障害物を取り除かれ
た｡またある一団には、真理から離れた迷いを必然とした｡かれらはアッラーではなく悪魔を擁護者としたので、無知に引きずられ
て、自分たちは正しく導かれていると考えたのだ｡

本諸節の功徳:
●アーダムのように、認め、赦しを請い、悔悟し、自制する人は、罪を犯してもアッラーから選ばれて、導かれる｡しかし、イブリースの
ように、強情でしつこく罪を犯すなら、アッラーから離れるばかりである｡
●衣類には二種類ある｡身体の外側で覆うべきところを隠すもの｡それと、内心の衣類であるが、それはアッラーを畏怖する心と魂
の美しさで、信者に長く継続する｡
●多くの人たちは、悪魔の手助けとして、外を覆う衣類を脱いで、覆うべきところを露出することを勧める｡そして人々は、邪悪でふ
しだらな行為をしがちになるのだ｡
●導きはアッラーからの恩寵で与えられるものだが、誤道はその人の無知と不服従により悪魔に従うことで自らを迷わせた僕に与
えられるものであり、アッラーはそのような者を辱められる｡

۳
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31 アーダムの子孫よ、いつも礼拝や巡礼の巡回のとき
は、恥部を隠す衣服を身に付けよ｡清潔で清浄な衣装を
身につけよ｡そして飲食するにしても、アッラーが許され
た善いものを口にせよ｡中庸を守り、許された範囲を越
して、禁じられた範囲に入ってはいけない｡真にアッラー
は、中庸の限度を超える人たちを好まれないのだ｡

32 使徒よ、多神教徒たちはアッラーが許された衣類と善
い飲食物などを禁じた｡かれらに言え｡あなた方を飾る
衣服を禁じたのは誰か？またアッラーが恵まれた善い飲
食物などを禁じたのは誰か？使徒よ、言え｡これらは、現
世において信仰する人たちのためのものだ｡そしてたと
えそれ以外の人たちが共有するとしても、復活の日には
信者たちが専有するものである｡つまり不信仰者には、
それらはないのだ｡楽園は不信仰者には閉じられている
から｡アッラーは、このように理解ある人びとにその印を
解明する｡というのは、かれらこそそれから受益するもの
だからだ｡

33 ムハンマドよ、アッラーが許されたものを禁じる多神
教徒たちに言え｡アッラーが禁じたことは、表に現れてい
ようが隠れていようが、醜行で破廉恥な行為であり、ま
たすべての背信行為、人々への生命や財産や尊厳上の
不当な侵害、アッラーが何の権威も授けていないものを
同位に配すること、そしてアッラーについて、何の知識も
ないのに、その美称や属性や行為や法規範に関して、あ
なた方が口にすることである｡

34 各世代には定められた期限がある｡だからその期限
が来れば、一刻も遅らすこともできず、早めることもでき
ない｡

35 アーダムの子孫よ、あなた方の間から使徒たちが来
て、あなた方にわれの書板からの啓示を語ったら、それ
に倣い、従え｡アッラーを畏れて命令に従い、禁じられた
ことを避け、善行に努める人には、復活の日には恐怖も
ない｡また現世の快楽で逃したことに悲哀もない｡

36 一方、われらの印を嘘呼ばわりし、信仰しない不信仰者たちは、使徒たちがもたらしたものに従って行動せず、威張って高慢な
人で、地獄の火の人々であり、その中に永遠に住むのである｡

37 アッラーに対して嘘をつき、かれに同列者を配し、欠陥があると言ったり、言わないことを言ったとし、あるいは正しい道に導い
てくれる荘厳なかれの印を拒否するよりも、不正な人がいるだろうか。かれらは書板にある善悪・幸不幸の取り分を受け取り、やが
て死の天使とその補佐たちがその元に来て、魂を召すのだ。そして天使たちは、不信仰者を非難して言う。アッラーの他にあなた
方が呼んでいたもの（多神）は、どこにいるのか。益するために、かれらを呼んだらどうだ。不信仰者は天使たちに言う。かれら（多
神）は、わたしたちを置いてきぼりにし、いなくなったので、どこにいるのか分からない。こうして不信仰者であったと、自ら認める。
しかしそのように認めても、かれらの利益に反するものであり、何も益をもたらさないのだ。

本諸節の功徳:
●信者は礼拝中、そしてとくにマスジドへ赴くときは、恥部を隠し、衣服を正して、アッラーの儀礼を遵守すべきである｡
●知識もなくクルアーンを解いたり、法勧告したり、裁いたりする人たちは、知識もなくアッラーに対して背いたことを言ったことと
なる｡かれらは、最大の禁則を犯したこととなる｡
●アッラーの印は、信者は復活の日に、恐怖もなく悲哀もないことを証明している｡恐れ震えあがる必要もない｡もしそうなっても、
結局は安全なのである｡
●至高なるアッラーが意図されることに反する、最悪の人たちとは次のように二様ある｡一つには、アッラーの意図の否定｡もう一
つは、アッラーが意図していないものをアッラーがそれを意図していると人々に誤解させることである｡
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38 天使たちは言う｡多神教徒たちよ、地獄の火の中で、
不信仰と迷いにあったあなた方以前に去ったジンと人
間の一団に加われ｡毎回ある一団が地獄の火に入るた
びに、先行した仲間の一団を呪う｡そして全員その中で
追いついて集合すると、最後の一団（かれらは地位が低
く、高慢な指導者たちであった最初の一団に従ってい
た）は言う｡わたしたちの主よ、かれらがわたしたちの道
を美化して導きの道から迷わせたので、倍の地獄の火の
苦痛を与えるように｡かれは言う｡それぞれに倍の苦痛
があるが、あなた方はそれを知らずに認識していないだ
けなのだ｡

39 また指導的で従われていた初めの一団は、従ってき
た最後の一団について言う｡従者たちよ、あなた方に、苦
痛を軽減するような、わたしたちよりも善いところはない
のだ｡だから、自らが稼いできたことに対する苦痛を味
わえ｡過ちに従ってきたことについての言い訳はないの
だ｡従う者たちよ、だから私たちと同様の苦痛を味わえ｡
自らの不信仰と不服従で稼いできたものに鑑みて｡

40 われらの明瞭な印を嘘呼ばわりし、それに歯向かい
高慢であった人たちは、すべての善いことを失うのだ｡
かれらの不信仰のために天の門は開かれず、死んでも
その魂にも開かれず、楽園には入らない｡最大の獣の一
つであるラクダが、最小のものの一つである針の穴を通
ったとしても、かれらは楽園には入らないが、そんなこと
は元々不可能である｡アッラーは、罪の深い人には、この
ように報われるのだ｡

41 嘘つきで高慢な人たちには、地獄がかれらの寝床で
あり、上には幾重にも重なる火の覆いがある｡われらは
このように、不信仰と背反でアッラーの定めを逸脱する
ような人たちに報いるのだ｡

42 でも信仰して最大限の善行に励む人は、われらは誰
にも能力以上の重荷を与えない｡かれらは楽園の人々
で、その中に永遠に住むのである｡

43 楽園での最良の安楽として、アッラーはかれらの心の中にある嫌悪や怨恨を取り除かれる｡川がかれらの足元を流れる｡かれら
はそこに来て住み着くと、アッラーの恵みを認めて言う｡わたしたちはアッラーのお陰で善行を行い、またそのお陰でここに導かれ
た｡すべての称賛をアッラーに捧げる｡もしアッラーの導きがなければ、わたしたちは正しい道を見つけられなかっただろう｡確かに
わたしたちの主の使徒たちは、疑いもない真理をもたらした｡善行者への約束は真実であり、悪行者への警告も真実である｡そし
て信者に対する呼び声が聞こえてくる｡これが現世で預言者たちが告げた楽園である｡あなた方がしてきた善行にアッラーは結論
を出されたが、そのような善行によって、あなた方はアッラーの尊顔を望んでいたのだと｡

本諸節の功徳:
●現世の嘘つきたちの間の友愛は、復活の日には敵対と非難に取って代わられる｡
●信者の魂には天国の扉は、アッラーに上り着くために開かれる｡そして主に近いことや、ご満悦を得ることで、喜悦するのである｡
●嘘つきで背反する者たちには、天の扉は開かれない｡死ぬと上昇して赦しを請うが、赦されることはない｡現世でもアッラーを信
仰し、よく知り、愛することもなく、上昇することはなかったのだ｡死後も同じことなのだ｡要するに、行いの内容に従って報われると
いうことになる｡
●楽園の人々は、アッラーの赦しにより地獄の火から免れた｡またアッラーの慈悲により、楽園に入れられた｡またかれらの与えら
れる位階は善行によるが、それもアッラーの慈悲によるものだ｡いや、実際のところ、その最良の類の慈悲によるのである｡

٥
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44 全員が用意された住まいに入ると、楽園の人々は地獄
の火の人々に向かって呼びかける｡わたしたちは、主が
自分たちに約束した、楽園のことが真実であると分った｡
あなた方も、主が地獄の火について約束したことが真実
であると分ったかと｡かれらは、そうだ、地獄の火につい
ての約束は真実だったと言う｡そのとき呼びかける者か
ら、こう告げられる｡アッラーよ、不正の人々を慈悲から遠
ざけて下さい｡慈悲の扉は開かれていたが、かれらは現
世において、それから遠ざかったのだ｡

45 これらの不正の人々は、アッラーの道を妨げ、他の人
たちにも妨げさせる｡そして人々が従わないように、その
真実の道を歪めようとする｡来世について、かれらは不信
仰であり、不用意なのである｡

46 両者の間には仕切り壁（ヒジャーブ）があり、その高壁
と言われる壁の上には、善悪が均等になった人々がい
て、かれらは天国に入る人々の顔が白く、地獄に入る人
々の顔は黒いなどの特徴によってすべての人を認知して
いる。かれらは楽園の人々に向けて、あなた方に平安あ
れ、と挨拶する。高壁の人々は、アッラーのお慈悲によっ
て天国に入れてもらえるのを願いはするが、まだ入れて
もらえないままなのである。

47 またかれらの目が地獄の火の人々の方に向くと、き
つい苦痛を味わっていることが分かる｡かれらは言う｡主
よ、わたしたちを不信仰と神に並置した不正の人々と一
緒にしないでくれと｡

48 高壁の人々は、黒い顔や青い目などの特徴によって
認知できる地獄の住民である不信仰者に呼びかけ言う｡
あなた方の蓄財と高慢であったことは役に立たなかっ
た｡また威張ったり高慢であることで真実からそれること
は、あなた方にとって益するところはなかった｡

49 かれら（高壁の人々）は不信仰者を非難して言う。「か
れら（信者）はアッラーが慈悲を与えないとあなた方が誓言した人々ではないのか。」かれら（高壁の人々）は信者に言う。「楽園に
入りなさい、何があるか怖がらずに入るように。また永遠の安楽に恵まれたのだから、現世において運が悪かったと悲嘆してはな
らない。」

50 地獄の火の人々は、楽園の人々を大声で嘆願して呼ぶ｡わたしたちの上から水を注いでくれ｡もしくはアッラーがあなた方に恵
まれた食物をと｡楽園の人々は言う｡アッラーは、そのどちらも不信仰に鑑みて、不信仰者に禁じられた｡われわれは、アッラーが禁
じられたものであなた方を救うことはない｡

51 地獄の火の人々は、自分自身の宗教を遊びや戯れとした人々である｡現世の生活がその飾りでかれらを欺いたのだ｡だから審
判の日には、かれらが苦痛に苦しんでも、アッラーはかれらを無視する｡それはちょうど、かれらがこの日の面会を忘れ、その日のた
めに何もせず、何の準備もしなかったと同じことだ｡アッラーの論拠と証にも拘わらず、またかれらはそれらが真実だということを
知っていたのに、かれらはそれらを拒否し否定してきた｡

本諸節の功徳:
●復活を信じないことは、欲望へと志向する直接の原因になる｡
●復活の日には、従う人々はアッラーの約束が真実であることを知るし、また不信仰者はアッラーの警告は真実であることを知る｡
●復活の日には、人には二種類ある｡楽園行きと地獄行きである｡両者の間の人たちには、中央の場所があって、善悪が同量であ
る場合だ｡かれらの最後の行き所は、楽園である｡
●資財、栄光、多数の従者などを持つ者は、これらすべてはアッラーの元では何も役立たないことを知るべきである｡さらには懲罰
の責めから逃れさせてもくれない｡

٦
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52 われらはかれらに対して、ムハンマド(アッラーの祝福
と平安を)を通じてこのクルアーンを啓示した｡そしてわ
れらが解明する知識でもって、それを説明した｡信仰す
る人々を導き真実をもたらす｡また慈悲でもあるのは、そ
れでかれらを現世と来世の善に導くからである｡

53 厳しい苦痛という、知らされていたことが起こるの
を、不信仰者は待つだけである｡それはかれら自身の行
いから来る、来世の結果である｡他方信者にも知らされ
ているが、それは報奨である｡現世でクルアーンとその
内容を無視した連中は、言うであろう｡わたしたちの主
の使徒たちは、確かに疑念の余地のない真理を持って
来た｡それは間違いなく、アッラーからのものだ｡そこで
審判の日、わたしたちのために執り成してくれる人がい
て、懲罰を免除してくれるといいのだが｡もしくは、悪行
ではなくて、わたしたちがしてこなかった善行をするた
め、現世の生活に送り返されればいいのに｡結局かれら
は不信仰が原因で破滅の要因を持ち込んで、自らを滅
ぼし、かれらが崇拝してきたものは、かれらを置き去りに
して、何の役にも立たなかった｡

54 人々よ、誠にあなた方の主は、アッラーで、かれは諸
天と地を6日で創り、それから玉座に着かれた｡それに
は荘厳さが伴っており、どのように着かれたかはわれわ
れには分からない｡かれは昼の白さで夜の暗さを追い
払い、夜の暗さで昼の白さを追い払われた｡それに少し
も遅れないよう、互いに急かすのである｡あれが出れば
これが入るといった調子である｡また太陽、月、群星を創
造して、かれの命令に従順に従わせるのだ｡かれにこそ
すべての創造があるのであり、かれ以外に創造主はい
るのか｡統括権もあり、あらゆる欠陥から無縁な貴いお
方。かれこそは荘厳と完璧さで描写されている、つまりそ
れが全世界の主であると｡

55 信者たちよ、あなた方の主を呼ぶのは、完全に謙虚
にして、そっと隠れて低姿勢でせよ。祈るに誠実で、また

外見のためや多神を呼ぶのではない｡礼拝において、かれは限度を越す人たちを好まない｡最悪の祈り方が、かれ以外をかれと
共に祈ることである｡それは多神教徒たちがすることである｡

56 アッラーが使徒たち(平安を)を送られて地上を正されて、また従順にしてそれを繁栄させてからは、謀反という罪を犯して、地上
で腐敗を引き起こしてはいけない｡アッラーの懲罰を恐れ、報奨を楽しみにして、かれだけを呼ぶようにせよ｡善行者にアッラーの
慈悲は近いのだから、その一人になるように｡

57 至高なるアッラーが雨をもたらす雲を送られるのだ｡風は雨で重くなった雲を運んで、その雲を今度は不毛の大地に送られて、
そこに雨を降らせられる｡その雨が今度はあらゆる果実をもたらすように、われは使者を墓から甦らせるのである｡そのようなこと
をしたのは、信者たちよ、あなた方がアッラーの能力とその創造のすばらしいことを想起するためである｡そうしてかれは、本当に
死者を復活するのである｡

本諸節の功徳:
●クルアーンは人間が必要とする詳細が述べられている、導きの書である｡またアッラーからの慈悲と、心よりまじめに受け入れた
人々への、導きの書なのである｡
●アッラーは諸天と大地をお望みの英知によって6日間で創造された。もしお望みとあれば、かれがただ、「あれ」と言えば即ちあ
るのである。
●完全に謙遜して低姿勢でもって、至高なるアッラーを呼ぶ義務が信者にはあり、そうすればかれはかれらに対してその恩寵で答
えられるだろう｡
●地上におけるあらゆる腐敗は、どのような方法や仕方であれ、禁じられている｡

۷
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58 良い土地には、アッラーの許しによって、植物がよく
育つ｡同様に信者は、戒めを聞いて、それから受益し、正
しい行動を取る｡腐って塩分の多い悪い土地には、貧弱
なものしか育たず、それには用益はあまりない｡不信仰
者は戒めから受益せず、また益のあるような行動はとら
ない｡こうして様々に、アッラーは印と証明を明らかにさ
れ、感謝する人々に対して真実を確証される｡かれらは不
信仰を抱かず、その主に従順なのである｡

59 確かにわれらは、ヌーフをかれの民に遣わした｡その
民に、かれの他に神はいない。アッラーに仕え、他の神は
手放させるために｡かれは言った｡あなた方はアッラーだ
けを崇拝しなさい｡それ以外には真に奉るものはない｡そ
れだから、不信仰を続けるならば、わたしはあなた方に
降りかかる絶大な日の苦痛を恐れる｡

60 かれの民の指導者たちと有力者たちは言った｡ヌーフ
よ、本当にわたしたちは、あなたが明らかに間違ってい
ると思う｡

61 ヌーフは言い返した。わたしの民よ、わたしにあなた
方が言うような間違いはない｡わたしは主の導きにあ
り、アッラーからの使徒である｡かれは、わたしの、そして
あなた方の、そして全世界の主なのだ｡

62 わたしはあなた方に、アッラーの啓示を伝える｡その
命令に従い、報奨を授かることを願うようにすることで、
あなた方に善を願うのだ｡また禁止されたことをしてしま
うことと、その懲罰から恐れさせることを願う｡至高なる
アッラーが啓示によりわたしに教えられたように、わたし
はあなた方が知らないことを、アッラーから知っているの
だ｡

63 あなた方は自分たちの中にいる一人の男の舌を通し
て、あなた方の主から戒めが来たことに驚くのか｡かれ
はあなた方の中で育ち、嘘もつかず誤ってもいなかった
し、他の民族でもなかった｡かれがあなた方に送られたのは、あなた方が嘘をつき反逆するときには、苦痛が襲うことを警告するた
めであり、その命令に従いその禁止令を遵守することで、あなた方がアッラーを畏れるためである｡信仰することで、あなた方が慈
悲に授かるためなのだ｡

64 ところがかれらはかれを拒否し信じず、不信仰を続けた｡だからかれは、アッラーがかれらを滅ぼすように祈った｡そこでかれと
方舟の中でかれと一緒であった人たちを救い、われらの印を嘘呼ばわりした人たちを、懲罰である洪水で溺れさせた｡かれらの心
は真実から盲目であった｡

65 またアードの民に、かれらの同胞のフード(平安を)を使徒として遣わした｡かれは言った｡わたしの民よ、アッラーに仕えなさい｡
かれの他に神はいません｡あなたがたは懲罰から救われるため、その命令に従いその禁止令を遵守し、アッラーを畏れないのか｡

66 かれの民の中にいる不信仰で、アッラーに不信仰でフードを拒否した有力な指導者たちは言った｡わたしたちが思うに、あなた
がアッラーだけを崇拝するように言うなんて、本当に愚かで遅れている｡アッラーのみを崇拝し、偶像を捨てろと言う｡わたしたち
は、使徒だと言うあなたのことは、嘘つきだと確信している｡

67 かれは言った｡わたしの民よ、わたしは愚かでも遅れてもいない｡しかし、わたしはすべての世界の主からの使徒である｡

本諸節の功徳:
●善い心とは、善い土地のようなもので、雨のような生活の糧として、啓示が降りて来る｡啓示が降りるときに、心が善ければそれを
認識し受け入れ、その善い基礎と構成要素に従って成長する｡その逆も真である｡
●預言者と使徒たちは、両親の同情よりもさらに大きな同情を示すものである｡
●アッラーは各民族中から同じ言葉を話す人を、使徒として遣わす｡その天性が腐っていない人々には、親しみの念をもたらし、教
えをより簡単に理解できるようにする｡
●真実に背き否定するほど馬鹿げた人もいない｡知識人たちや助言者たちに従うことに対して傲慢で、企む悪魔に心も体も預け
てしまうのである｡
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68 わたしはあなた方にアッラーの唯一であるというこ
ととその法規を伝える｡わたしはあなた方への、伝達に
関する信頼できる助言者であり、伝達の内容に何も加え
ず、何も減らさない｡

69 あなた方は驚くのか｡天使やジンではなく、自分たち
の一族の中にいるひとりの男を通して、警告のために、
あなた方の主から戒めが来たことに｡主を称賛し、不信
仰のために滅ぼされたヌーフの民の後継ぎとして地上
で確立し、またあなた方の身体を強大で強靭にされた、
アッラーに感謝せよ｡そして欲するものを獲得し、恐れる
ものを回避できることを願いながら、その大きな恩恵を
想え｡

70 かれらは言った｡フードよ、あなたがやって来たの
は、わたしたちがアッラーだけに仕え、自分の先祖が仕
えてきたものを捨てるためなのか、もしあなたが主張す
ることに正直な人なら、あなたが約束する苦痛をわたし
たちにもたらしてみろと｡

71 かれは言った｡あなた方の主の懲罰と怒りは、もうあ
なた方に降りかかり、それから逃れることはできない｡あ
なた方と先祖が命名した真実ではない多くの偶像神の
名前については、アッラーが何の神性も授けていないの
に、わたしと議論するのか｡それならば延期を求めたそ
の懲罰を待ちなさい｡確かにわたしも、あなた方と共に
待とう。それは現実なのだ｡

72 そしてわれらは慈悲をもって、フード(平安を)及びか
れと一緒にいる信者たちを救い、われらの印を拒否した
人たちと信仰しなかった人たちを根絶した｡かれらは嘘
つきで、懲罰に価したのだ｡

73 またサムードの民に、かれらの同胞サーリフを遣わ
し、アッラーが唯一なこととその崇拝を呼び掛けた｡かれ
は言った｡わたしの民よ、アッラーだけに仕えなさい｡か

れの他に崇拝すべき神はなく、あなた方の主から真実の明証が来た｡それは岩から出てくるこの雌ラクダで、あなた方への印であ
る｡それには水を飲む一定の時間があり、あなた方には別の水飲みの時間がある｡雌ラクダに食べさせるため、アッラーの大地に
放牧しなさい｡あなた方には食料の責務はない｡しかしそれに害を加えてはいけない｡そうしないと、厳しい苦痛があなた方を襲う
だろう｡

本諸節の功徳:
●アッラーに人々を呼ぶ時は、預言者たち(平安を)のように忍耐強くしなければいけない｡
●アッラーに呼ぶ際の優先事項は、アッラーだけに祈り、それに並ぶものはなく、同列にすることを拒否し破棄することである｡
●物質的で肉体的なことに迷わされると、その人をアッラーの命令や禁止事項に対応しにくくする｡
●預言者はその民から来るが、しかしかれは、最善の家系で、最高の位階で、社会で誉れ高く、最良の逸材である｡
●預言者たちとその子孫は、馬鹿げた人々に対して寛大さを持って接する｡悪口は、寛容さと容赦と赦しでもって無視する｡

۹
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74 あなた方をアードの民の後継ぎとし、その地に定住さ
せたときのアッラーの恵みや、あなた方の安楽な状況を
想え。それはアードの民が不信仰と拒否に固執し、破壊
された後のことだった。あなた方は平原に宮殿を設け、
また岩山に家を彫った。だからアッラーの恵みを想い、
感謝せよ。そして地上で腐敗を広げてはいけない。つま
りそれは、アッラーへの不信仰や謀反を犯さないという
ことだ。

75 かれの民の中の高慢な指導者たちは、そこで虐げら
れていた信者たちに言った｡あなた方はサーリフが、
かれの主から遣わされたことを知っているのか｡かれら
(信者)は言った｡確かにわたしたちは、かれを信頼して、
かれがもたらしたものに導かれ、その命に従う者である｡

76 高慢な人たちは言った｡確かにわたしたちは、あなた
方が信じることを信じてはいない｡また信じるはずもな
い｡その命に従うこともない｡

77 そこで、サーリフの約束したことを疑っているかれら
は、その雌ラクダを屠殺して主の命令に逆らって言った｡
サーリフよ、もしあなたが使徒たちの１人であるならば、
あなたがわたしたちに約束した痛ましい懲罰をもたらし
てみろ｡

78 するとかれらが急いでいた懲罰が下され、大地震が
かれらを襲った｡朝までにかれらはその家の中に平伏し
て、その顔と膝は床の上にあり、破壊を逃れた者はいな
かった｡

79 それでサーリフ(平安を)はその反応にがっかりして、
かれらから去って言った｡わたしの民よ、確かにわたし
は、主のお告げをあなた方に伝え、希望を与え、また恐怖
も示して、助言をした｡でもあなた方は、善を示し悪を避
けるための証を望む助言者たちを好まない民である｡

80 ルートはその民に言った｡あなた方は、男性に近づくという禁じられた行為を犯すのか｡あなた方以前、そのような行為はどの民
族も行なったことがないのに｡

81 あなた方は女性でなくて、情欲を満たすために男性に向う｡それでは、理性にも教えにも天性にも従っていないことになる｡

本当にあなた方は過度な人々で、アッラーの定めを逸脱する｡人としての中庸さを失い、正常な理性と貴い天性が求める所から外
れている｡

本諸節の功徳:
●資産と威厳が大きいと、傲慢となるが、それらが少ないと、信仰、信頼、従順さにつながることが多い｡
●宮殿のような豪邸を建てることは許される｡アッラーへの感謝を伴う美しい建物は、恩寵の一端である｡
●普通は、貧者と弱者が預言者の真実の呼び掛けに耳を傾ける｡しかし名士や指導者たちは、それに背いてそれよりも偉いと考え
る｡
●アッラーの懲罰は、醜行がはびこり、それの拒否が見られないならば、社会全体に及ぶこともある｡
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82 かれの民は禁じられた醜行について、真実に反して
答えてこう言った｡ルートとその従者たちを、あなた方の
町から追い出そう、かれらは本当にわれわれの行為には
手を染めない人たちなのだから、われわれと共にいるの
は不適当だ｡

83 こうしてわれらは、かれとその家族を救った｡罰を受
ける町から、夜の間に逃げ出せというもの｡ただしその
妻は、後方に残された民の仲間として、同等の罰が襲っ
た｡

84 われらはかれらの上に、泥の塊の雨を降らせた｡町は
上下が逆になった｡ルートの民のような、罪を犯す人の
最後がどんなものであったかを考えてみよ｡それは破壊
と永久の恥辱であった｡

85 またマドヤンの民に、かれらの同胞シュアイブ(平安
を)を遣わした｡かれは言った｡わたしの民よ、アッラーに
仕えなさい｡かれの他に神はいない｡あなた方の主から
明証が来た｡わたしがもたらすものは、真実なのだ｡だ
からきちんと寸法をとり計量し、人の権利を損ねてはい
けない｡人々の商品の悪口を言い、けちったり、欺いたり
して取り分を減らしてはいけない｡また預言者たちの啓
示によって正された後、不信仰と不服従により地上で腐
敗を引き起こしてはいけない｡もしあなた方が信者なら
ば、以上のことはあなた方のために最も善い｡それで罪
を阻止し、アッラーの禁止されたことを避け、そしてその
命令に服することでアッラーに近づけるからだ｡

86 あなた方は路上で待伏せして道行く人を脅かし泥棒
をしたり、信者にアッラーの道を妨害したり、それを歪曲
させようとしたりしてはいけない｡アッラーの恩寵に感謝
せよ｡あなた方は少数であったけれど、かれがあなたが
たを大勢にしたことを思い出せ｡腐敗をもたらす人の最
後がどうであったかを見よ｡それは破壊と破滅であった｡

87 もしあなた方の中に、わたしの使命を信じる一団と信
じない一団とがあるときは、嘘だという者たちよ、アッラーがわたしたちの間を裁くまで待つがよい｡アッラーは最も優れた判決者
であり、最も公正な裁決者なのだ｡

本諸節の功徳:
●男色は天性を逆行させる行為である｡その罰もそれに似合ったものとなり、アッラーはかれらの町々を、逆様にさせた｡
●シュアイブ(平安を)ら預言者らの呼び掛けには、二つの原則がある｡一つは、アッラーの命令を確立し、それには唯一性と預言者
を信じることが含まれる｡それから、アッラーの創造への慈しみの念であり、そこには分量を減らすこと、腐敗の放棄、あらゆる害悪
を避けることが含まれる。
●地上が正された後、再び腐敗させることは、人間に対する社会的な罪である｡なぜならば、信条により地上を正し、道徳的にする
ことは、全員にとって最善であるからだ｡地上の腐敗は、人間への敵対行為である｡
●最もひどくて非道徳的な罪は、他人の物や財産を権利なく強制的に力で取得することである｡それは強奪、不正、人への圧迫、禁
制を犯すことであり、それを実行し継続し、悪を公に確定的なものにするからだ｡

۱۱
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